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〇
刑
事
訴
訟
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
最
高
裁
一
一
）

〔
省

令
〕

〇
皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
等
の
戸
籍
の
取

扱
い
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
法
務
四
九
）

〇
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
厚
生
労
働
一
三
九
）

〔
訓

令
〕

〇
内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す

る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（
内
閣
府
一
八
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
災
害
対
策
基
本
法
第
二
条
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
指
定

公
共
機
関
の
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
内
閣
府
一
一
七
）

〇
医
薬
品
等
副
作
用
被
害
救
済
制
度
の
対
象

と
な
ら
な
い
医
薬
品
等
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
厚
生
労
働
三
四
七
）

〇
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第

四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
同
三
四
八
）

〇
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
生
物
由
来
製

品
及
び
特
定
生
物
由
来
製
品
の
一
部
を
改

正
す
る
件
（
同
三
四
九
）

〇
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第

五
十
条
第
十
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
習
慣

性
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の

指
定
す
る
医
薬
品
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
三
五
〇
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品

化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

七
条
の
四
第
一
号
イ
及
び
ロ
の
規
定
に
基

づ
く
主
務
大
臣
が
定
め
る
市
町
村
を
定
め

る
件

（
財
務
・
厚
生
労
働
・
農
林
水
産
・
経
済

産
業
・
環
境
一
二
）

〇
令
和
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
十
八
号

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
国
土
交
通
一
一
五
三
）

〇
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
場

を
認
定
し
た
件
（
同
一
一
五
四
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
一
一
三
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

国
家
公
安
委
員
会

警
察
庁

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

気
仙
沼
地
区
に
係
る
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事

業
計
画
の
変
更
の
公
表
に
つ
い
て

（
農
林
水
産
省
）

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
福
島
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
一
）

厚
生
労
働
省
国
民
保
護
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
（
厚
生
労
働
省
）

原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
省
告
示
配
一
三
四
）

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件
（
同
一
三
五
）

戸
籍
が
滅
失
し
た
件
（
同
一
三
六
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁有

権
者
申
出
方
、
犯
罪
被
害
財
産
支
給
手

続
開
始
決
定
、
佐
賀
東
部
土
地
改
良
区
役

員
の
退
任
及
び
就
任
、
三
養
基
土
地
改
良

区
役
員
の
退
任
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
特
別
清
算
協

定
認
可
中
更
正
、
会
社
更
生
、
再
生
、
所

有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他





最

高

裁

規

則

刑
事
訴
訟
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

刑
事
訴
訟
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
被
疑
者
の
弁
護
人
の
数
の
制
限
・
法
第
三
十
五

条
）

（
被
疑
者
の
弁
護
人
の
数
の
制
限
・
法
第
三
十
五

条
）

第
二
十
七
条

被
疑
者
の
弁
護
人
の
数
は
、
各
被
疑

者
に
つ
い
て
三
人
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
被
疑
事
件
を
取
り
扱
う
検
察
官
又

は
司
法
警
察
員
の
所
属
の
官
公
署
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
地
方
裁
判
所
又
は
簡
易
裁
判
所
が
、
三
人

を
超
え
る
数
の
弁
護
人
を
選
任
す
る
必
要
が
あ

り
、
か
つ
、
そ
れ
に
伴
う
支
障
が
な
い
も
の
と
認

め
て
許
可
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
七
条

被
疑
者
の
弁
護
人
の
数
は
、
各
被
疑

者
に
つ
い
て
三
人
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

但
し
、
当
該
被
疑
事
件
を
取
り
扱
う
検
察
官
又
は

司
法
警
察
員
の
所
属
の
官
公
署
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
地
方
裁
判
所
又
は
簡
易
裁
判
所
が
特
別
の
事

情
が
あ
る
も
の
と
認
め
て
許
可
を
し
た
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
た
だ
し
書
の
許
可
は
、
弁
護
人
を
選
任
す

る
こ
と
が
で
き
る
者
又
は
そ
の
依
頼
に
よ
り
弁
護

人
と
な
ろ
う
と
す
る
者
の
請
求
に
よ
り
、
こ
れ
を

す
る
。

２

前
項
但
書
の
許
可
は
、
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
者
又
は
そ
の
依
頼
に
よ
り
弁
護
人
と

な
ろ
う
と
す
る
者
の
請
求
に
よ
り
、こ
れ
を
す
る
。

３

第
一
項
た
だ
し
書
の
許
可
は
、
許
可
す
べ
き
弁

護
人
の
数
を
指
定
し
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

第
一
項
但
書
の
許
可
は
、
許
可
す
べ
き
弁
護
人

の
数
を
指
定
し
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
裁
判
所
書
記
官
に
よ
る
計
算
・
法
第
百
八
十
八

条
の
三
等
）

（
裁
判
所
書
記
官
に
よ
る
計
算
・
法
第
百
八
十
八

条
の
三
等
）

第
百
三
十
八
条
の
九

法
第
百
八
十
八
条
の
二
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
百
八
十
八
条
の
四
の

補
償
の
決
定
を
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
裁

判
所
書
記
官
に
補
償
す
べ
き
費
用
の
額
の
計
算
を

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
三
十
八
条
の
九

法
第
百
八
十
八
条
の
二
第
一

項
又
は
第
百
八
十
八
条
の
四
の
補
償
の
決
定
を
す

る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
補

償
す
べ
き
費
用
の
額
の
計
算
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
六
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲

げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

最
高
裁
判
所
長
官

今
崎

幸
彦

省

令

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生

省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
三
（
第
二
百
四
条
関
係
）

別
表
第
三
（
第
二
百
四
条
関
係
）

毒

薬

毒

薬

（
略
）

（
略
）

有
機
薬
品
及
び
そ
の
製
剤

有
機
薬
品
及
び
そ
の
製
剤

一
〜
七
の
二
十
三

（
略
）

一
〜
七
の
二
十
三

（
略
）

七
の
二
十
四

セ
ノ
バ
メ
ー
ト
及
び
そ
の
製

剤
。
た
だ
し
、
一
錠
中
セ
ノ
バ
メ
ー
ト
二
〇

〇
㎎
以
下
を
含
有
す
る
錠
剤
を
除
く
。

（
新
設
）

令和年月日 水曜日 第号官 報

〇
法
務
省
令
第
四
十
九
号

皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
等
の
戸
籍
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
一
号
）
第
九
条
第

一
項
、
第
十
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
等
の
戸
籍
の
取
扱
い
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

法
務
大
臣

平
口

洋

皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
等
の
戸
籍
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
内
親
王
又
は
女
王
と
天
皇
及
び
皇
族
以
外
の
男
子
が
婚
姻
す
る
と
き
の
届
出
事
項
）

第
一
条

皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
等
の
戸
籍
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
九
条
第
一
項

の
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

内
親
王
又
は
女
王
に
つ
い
て
は
、
内
親
王
又
は
女
王
で
あ
る
旨

二

法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
男
子
が
外
国
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
国
籍

三

当
事
者
の
父
母
の
氏
名
及
び
父
母
と
の
続
柄
並
び
に
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
男
子
が
特
別
養
子
以
外
の

養
子
で
あ
る
と
き
は
、
養
親
の
氏
名

（
内
親
王
又
は
女
王
と
天
皇
及
び
皇
族
以
外
の
男
子
が
離
婚
す
る
と
き
の
届
出
事
項
）

第
二
条

法
第
十
条
第
一
項
第
二
号
の
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

協
議
上
の
離
婚
で
あ
る
旨

二

内
親
王
又
は
女
王
に
つ
い
て
は
、
内
親
王
又
は
女
王
で
あ
る
旨

三

法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
男
子
が
外
国
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
国
籍

四

当
事
者
の
父
母
の
氏
名
及
び
父
母
と
の
続
柄
並
び
に
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
男
子
が
特
別
養
子
以
外
の

養
子
で
あ
る
と
き
は
、
養
親
の
氏
名

（
届
書
の
様
式
）

第
三
条

法
第
九
条
第
一
項
の
届
書
及
び
法
第
十
条
第
一
項
の
届
書
の
様
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
戸
籍
法
施
行
規
則
（
昭
和

二
十
二
年
司
法
省
令
第
九
十
四
号
）
附
録
第
十
二
号
様
式
及
び
附
録
第
十
三
号
様
式
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
皇
室
典
範
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年

十
月
二
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
九
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の

品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
一
号

刑
事
訴
訟
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

最
高
裁
判
所





七
の
二
十
五
〜
七
の
三
十
六

（
略
）

七
の
二
十
四
〜
七
の
三
十
五

（
略
）

八
〜
八
の
六

（
略
）

八
〜
八
の
六

（
略
）

八
の
七

ピ
ト
リ
サ
ン
ト
、
そ
の
塩
類
及
び
そ

れ
ら
の
製
剤
。
た
だ
し
、
一
錠
中
ピ
ト
リ
サ

ン
ト
塩
酸
塩
二
〇
㎎
以
下
を
含
有
す
る
錠
剤

を
除
く
。

（
新
設
）

八
の
八
〜
八
の
二
十
五

（
略
）

八
の
七
〜
八
の
二
十
四

（
略
）

九
〜
十
九

（
略
）

九
〜
十
九

（
略
）

劇

薬

劇

薬

（
略
）

（
略
）

有
機
薬
品
及
び
そ
の
製
剤

有
機
薬
品
及
び
そ
の
製
剤

一
〜
八
の
四

（
略
）

一
〜
八
の
四

（
略
）

八
の
五

イ
コ
ト
ロ
キ
ン
ラ
、
そ
の
塩
類
及
び

そ
れ
ら
の
製
剤

（
新
設
）

八
の
六
〜
八
の
十
一

（
略
）

八
の
五
〜
八
の
十

（
略
）

九
〜
十
一
の
十
四

（
略
）

九
〜
十
一
の
十
四

（
略
）

十
一
の
十
五

イ
ン
ス
リ
ン

エ
フ
シ
ト
ラ

ア
ル
フ
ア
及
び
そ
の
製
剤

（
新
設
）

十
一
の
十
六
〜
十
一
の
三
十
六

（
略
）

十
一
の
十
五
〜
十
一
の
三
十
五

（
略
）

十
一
の
三
十
七

ウ
ス
テ
キ
ヌ
マ
ブ
（
遺
伝
子

組
換
え
）﹇
ウ
ス
テ
キ
ヌ
マ
ブ
後
続
五
﹈
及
び

そ
の
製
剤

（
新
設
）

十
一
の
三
十
八
〜
十
一
の
四
十
六

（
略
）

十
一
の
三
十
六
〜
十
一
の
四
十
四

（
略
）

十
二
〜
十
三
の
十
八

（
略
）

十
二
〜
十
三
の
十
八

（
略
）

十
三
の
十
九

エ
マ
パ
ル
マ
ブ
及
び
そ
の
製
剤

（
新
設
）

十
三
の
二
十
〜
十
三
の
三
十
九

（
略
）

十
三
の
十
九
〜
十
三
の
三
十
八

（
略
）

十
四
〜
二
十
六
の
十

（
略
）

十
四
〜
二
十
六
の
十

（
略
）

二
十
六
の
十
一

ゲ
フ
ル
リ
マ
ブ
及
び
そ
の
製

剤

（
新
設
）

二
十
六
の
十
二
〜
二
十
六
の
五
十
二

（
略
）

二
十
六
の
十
一
〜
二
十
六
の
五
十
一

（
略
）

二
十
七
〜
五
十
九
の
七

（
略
）

二
十
七
〜
五
十
九
の
七

（
略
）

五
十
九
の
八

セ
ノ
バ
メ
ー
ト
の
製
剤
で
あ
つ

て
、
一
錠
中
セ
ノ
バ
メ
ー
ト
二
〇
〇
㎎
以
下

を
含
有
す
る
錠
剤

（
新
設
）

五
十
九
の
九
〜
五
十
九
の
三
十
五

（
略
）

五
十
九
の
八
〜
五
十
九
の
三
十
四

（
略
）

六
十
〜
六
十
二
の
三
十
一

（
略
）

六
十
〜
六
十
二
の
三
十
一

（
略
）

六
十
二
の
三
十
二

ト
ボ
ラ
フ
エ
ニ
ブ
及
び
そ

の
製
剤

（
新
設
）

六
十
二
の
三
十
三
〜
六
十
二
の
三
十
九
（
略
）

六
十
二
の
三
十
二
〜
六
十
二
の
三
十
八
（
略
）

六
十
三
〜
六
十
九
の
二

（
略
）

六
十
三
〜
六
十
九
の
二

（
略
）

六
十
九
の
三

ド
ル
ダ
ビ
プ
ロ
ン
、
そ
の
塩
類

及
び
そ
れ
ら
の
製
剤

（
新
設
）

六
十
九
の
四
〜
六
十
九
の
二
十
一

（
略
）

六
十
九
の
三
〜
六
十
九
の
二
十

（
略
）

七
十
〜
七
十
六

（
略
）

七
十
〜
七
十
六

（
略
）

七
十
六
の
二

ピ
ト
リ
サ
ン
ト
又
は
そ
の
塩
類

の
製
剤
で
あ
つ
て
、
一
錠
中
ピ
ト
リ
サ
ン
ト

塩
酸
塩
二
〇
㎎
以
下
を
含
有
す
る
錠
剤

（
新
設
）

七
十
六
の
三
〜
七
十
六
の
十

（
略
）

七
十
六
の
二
〜
七
十
六
の
九

（
略
）

七
十
七
〜
百
十
八
の
七

（
略
）

七
十
七
〜
百
十
八
の
七

（
略
）

百
十
八
の
八

ミ
ル
ベ
ツ
キ
シ
マ
ブ

ソ
ラ
ブ

タ
ン
シ
ン
及
び
そ
の
製
剤

（
新
設
）

百
十
八
の
九
・
百
十
八
の
十

（
略
）

百
十
八
の
八
・
百
十
八
の
九

（
略
）

百
十
九
〜
百
四
十
六

（
略
）

百
十
九
〜
百
四
十
六

（
略
）

別
表
第
五
（
第
二
百
二
十
八
条
の
十
関
係
）

別
表
第
五
（
第
二
百
二
十
八
条
の
十
関
係
）

医
薬
品

医
薬
品

一
〜
百
六
十
八

（
略
）

一
〜
百
六
十
八

（
略
）

百
六
十
九

ト
ボ
ラ
フ
エ
ニ
ブ
及
び
そ
の
製
剤

（
新
設
）

百
七
十
〜
百
七
十
七

（
略
）

百
六
十
九
〜
百
七
十
六

（
略
）

百
七
十
八

ド
ル
ダ
ビ
プ
ロ
ン
、
そ
の
塩
類
及

び
そ
れ
ら
の
製
剤

（
新
設
）

百
七
十
九
〜
二
百
三
十
五

（
略
）

百
七
十
七
〜
二
百
三
十
三

（
略
）

二
百
三
十
六

ミ
ル
ベ
ツ
キ
シ
マ
ブ

ソ
ラ
ブ

タ
ン
シ
ン
及
び
そ
の
製
剤

（
新
設
）

二
百
三
十
七
〜
二
百
六
十
二

（
略
）

二
百
三
十
四
〜
二
百
五
十
九

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令

法
規
的
告
示

令和年月日 水曜日 第号官 報

〇
内
閣
府
訓
令
第
十
八
号

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
の
一

部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日内

閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
（
平

成
十
三
年
内
閣
府
訓
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
経
済
安
全
保
障
担
当
の
項
第
二
号
中
「
確
保
並
び

に
」
を
「
確
保
、」に
改
め
、「
非
公
開
」
の
下
に
「
並
び
に

特
定
海
外
事
業
の
促
進
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、令
和
八
年
九
月
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
告
示
第
百
十
七
号

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十

三
号
）
第
二
条
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
災
害
対
策
基

本
法
第
二
条
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
が
指

定
す
る
指
定
公
共
機
関
の
件
（
昭
和
三
十
七
年
総
理
府
告

示
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日内

閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

「Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
株
式
会
社
」
を
「Ｎ

Ｔ
Ｔ

西
日
本
株

式
会
社

中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
」
に
改

め
る
。





（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

一
〜
二
十
七

（
略
）

一
〜
二
十
七

（
略
）

二
十
八

ア
ン
セ
ラ
ミ
マ
ブ
及
び
そ
の
製
剤

（
新
設
）

二
十
九
〜
百
七
十
一

（
略
）

二
十
八
〜
百
七
十

（
略
）

百
七
十
二

ト
ボ
ラ
フ
ェ
ニ
ブ
及
び
そ
の
製
剤

（
新
設
）

百
七
十
三
〜
百
八
十

（
略
）

百
七
十
一
〜
百
七
十
八

（
略
）

百
八
十
一

ド
ル
ダ
ビ
プ
ロ
ン
、
そ
の
塩
類
及
び
そ

れ
ら
の
製
剤

（
新
設
）

百
八
十
二
〜
二
百
二
十
八

（
略
）

百
七
十
九
〜
二
百
二
十
五

（
略
）

二
百
二
十
九

ペ
ム
ブ
ロ
リ
ズ
マ
ブ
並
び
に
そ
の
製

剤
及
び
配
合
剤

二
百
二
十
六

ペ
ム
ブ
ロ
リ
ズ
マ
ブ
及
び
そ
の
製
剤

二
百
三
十
〜
二
百
四
十
二

（
略
）

二
百
二
十
七
〜
二
百
三
十
九

（
略
）

二
百
四
十
三

ミ
ル
ベ
ツ
キ
シ
マ
ブ

ソ
ラ
ブ
タ
ン

シ
ン
及
び
そ
の
製
剤

（
新
設
）

二
百
四
十
四
〜
二
百
九
十
四

（
略
）

二
百
四
十
〜
二
百
九
十

（
略
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

次
に
掲
げ
る
医
薬
品
（
専
ら
疾
病
の
診
断
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
あ
っ

て
、
人
の
身
体
に
直
接
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も

の
を
除
く
。）

次
に
掲
げ
る
医
薬
品
（
専
ら
疾
病
の
診
断
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
あ
っ

て
、
人
の
身
体
に
直
接
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も

の
を
除
く
。）

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
誘
導
体
、
そ
れ
ら
の

水
和
物
及
び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て

含
有
す
る
製
剤
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
殺

そ
剤
を
除
く
。）。
た
だ
し
、
二
以
上
の
有
効
成
分

を
含
有
す
る
製
剤
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
に
限
る
。

八

次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
誘
導
体
、
そ
れ
ら
の

水
和
物
及
び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て

含
有
す
る
製
剤
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
殺

そ
剤
を
除
く
。）。
た
だ
し
、
二
以
上
の
有
効
成
分

を
含
有
す
る
製
剤
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
に
限
る
。

〜
(119)

（
略
）

〜
(119)

（
略
）

(120)

イ
コ
ト
ロ
キ
ン
ラ

（
新
設
）

(121)
〜
(533)

（
略
）

(120)
〜
(532)

（
略
）

(534)

セ
ノ
バ
メ
ー
ト

（
新
設
）

(535)
〜
(708)

（
略
）

(533)
〜
(706)

（
略
）

(709)

ト
ボ
ラ
フ
ェ
ニ
ブ

（
新
設
）

(710)
〜
(742)

（
略
）

(707)
〜
(739)

（
略
）

(743)

ド
ル
ダ
ビ
プ
ロ
ン

（
新
設
）

(744)
〜
(859)

（
略
）

(740)
〜
(855)

（
略
）

(860)

ピ
ト
リ
サ
ン
ト

（
新
設
）

(861)
〜
(1290)

（
略
）

(856)
〜
(1285)

（
略
）

九

（
略
）

九

（
略
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
１

別
表
第
１

１
次
に
掲
げ
る
成
分
を
含
有
す
る
製
剤
（
体
外

診
断
用
医
薬
品
（
専
ら
疾
病
の
診
断
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
の
う

ち
、
人
又
は
動
物
の
身
体
に
直
接
使
用
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
除

く
。）

１
次
に
掲
げ
る
成
分
を
含
有
す
る
製
剤
（
体
外

診
断
用
医
薬
品
（
専
ら
疾
病
の
診
断
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
の
う

ち
、
人
又
は
動
物
の
身
体
に
直
接
使
用
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
除

く
。）


～

（
略
）


～

（
略
）


ア
ン
セ
ラ
ミ
マ
ブ
（
遺
伝
子
組
換
え
）


















（
新
設
）


～

（
略
）


～

（
略
）


イ
ン
ス
リ
ン
エ
フ
シ
ト
ラ
ア
ル
フ
ァ



















（
遺
伝
子
組
換
え
）











（
新
設
）


～

（
略
）


～

（
略
）


ウ
ス
テ
キ
ヌ
マ
ブ
（
遺
伝
子
組
換
え
）［
ウ



















ス
テ
キ
ヌ
マ
ブ
後
続
５
］













（
新
設
）


～

（
略
）


～

（
略
）

令和年月日 水曜日 第号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
四
十
七
号

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
四
条
第
六
項
第
一
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
等
副
作
用
被
害
救
済
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
医
薬
品
等
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

百
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
四
十
八
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に

関
す
る
法
律
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省

告
示
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
四
十
九
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
二
条
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
生
物
由
来
製
品
及
び
特
定
生
物
由
来
製
品（
平

成
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎






エ
プ
チ
ネ
ズ
マ
ブ
（
遺
伝
子
組
換
え
）


















（
新
設
）


～

（
略
）


～

（
略
）


エ
マ
パ
ル
マ
ブ
（
遺
伝
子
組
換
え
）

















（
新
設
）


～
(163)



（
略
）


～
(158)



（
略
）

(164)



ゲ
フ
ル
リ
マ
ブ
（
遺
伝
子
組
換
え
）

















（
新
設
）

(165)



～
(353)



（
略
）

(159)



～
(347)



（
略
）

(354)



ベ
ラ
ヒ
ア
ル
ロ
ニ
ダ
ー
ゼ

ア
ル

















フ
ァ
（
遺
伝
子
組
換
え
）













（
新
設
）

(355)



～
(371)



（
略
）

(348)



～
(364)



（
略
）

(372)




ミ
ル
ベ
ツ
キ
シ
マ
ブ

ソ
ラ
ブ
タ
ン

















シ
ン
（
遺
伝
子
組
換
え
）













（
新
設
）

(373)



～
(403)



（
略
）

(365)



～
(395)



（
略
）

２
～
４
（
略
）

２
～
４
（
略
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

一
〜
二
十
六

（
略
）

一
〜
二
十
六

（
略
）

二
十
七

セ
ノ
バ
メ
ー
ト
及
び
そ
の
製
剤

（
新
設
）

二
十
八
〜
四
十
六

（
略
）

二
十
七
〜
四
十
五

（
略
）

そ

の

他

告

示

令
和
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
十
八
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

令
和
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
十
八
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
電
子
情

報
処
理
組
織
の
う
ち
、
平
成
二
十
年
国
土
交
通
省

告
示
第
千
百
六
十
六
号
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
指

定
し
た
国
土
交
通
省
に
設
置
さ
れ
る
電
子
計
算
機

と
港
湾
管
理
者
並
び
に
申
請
等
を
す
る
者
及
び
処

分
通
知
等
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算

機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
す
る
港
湾
管
理
者

二

法
第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
電
子
情

報
処
理
組
織
の
う
ち
、
平
成
二
十
年
国
土
交
通
省

告
示
第
千
百
六
十
六
号
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
指

定
し
た
国
土
交
通
省
に
設
置
さ
れ
る
電
子
計
算
機

と
港
湾
管
理
者
並
び
に
申
請
等
を
す
る
者
及
び
処

分
通
知
等
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算

機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
す
る
港
湾
管
理
者

留
萌
市
、
青
森
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、
静
岡

県
、
境
港
管
理
組
合
、
広
島
県
、
高
知
県
、
福
岡

県
、
熊
本
県
、
上
天
草
市
及
び
宮
崎
県

青
森
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、
静
岡
県
、
境
港

管
理
組
合
、
広
島
県
、
高
知
県
、
福
岡
県
、
熊
本

県
、
上
天
草
市
及
び
宮
崎
県

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
九
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 水曜日 第号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
五
十
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
五
十
条
第
十
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に

関
す
る
法
律
第
五
十
条
第
十
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
習
慣
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品

（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
告
示
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

環

境

省

告
示
第
十
二
号

容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
七
年
大
蔵
省
・
厚
生
省
・

農
林
水
産
省
・
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
第
七
条
の
四
第
一
号
イ
及
び
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
、
主
務
大
臣
が
定
め
る
市

町
村
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

環
境
大
臣

石
原

宏
高

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
環
境
省
環
境
再
生
・
資
源
循
環
局
資
源
循
環
課
、
経
済
産
業
省
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
環
境
局
資
源
循
環
経
済
課
、
財
務
省
理
財
局
総
務
課
た
ば
こ
塩
事
業
室
、
厚
生
労
働
省
医
政
局
医
薬

産
業
振
興
企
画
課
及
び
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
新
事
業
・
食
品
産
業
部
外
食
・
食
文
化
課
食
品
ロ
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
室
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
環
境
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
五
十
三
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
四
十
八
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
六
年
国
土
交

通
省
告
示
第
六
十
八
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
五
十
四
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
場
を
次
に
掲
げ
る
物
件
の

製
造
工
事
に
係
る
事
業
場
と
し
て
認
定
し
た
の
で
、船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定
に
関
す
る
規
則（
昭

和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

事
業
場
の
名
称

事
業
場
の
所
在
地

認
定
に
係
る
物
件
の
範
囲

有
効
期
間

東
亜
工
機
株
式
会
社

佐
賀
県
鹿
島
市
大
字
山
浦
丁

1430番
地
30

内
燃
機
関
の
シ
リ
ン
ダ

令
和
８
年
９
月
29日
か
ら

令
和
13年
９
月
28日
ま
で

〃
〃

内
燃
機
関
の
シ
リ
ン
ダ
ラ
イ

ナ
〃

〃
〃

内
燃
機
関
の
シ
リ
ン
ダ
カ
バ
〃

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
九
月
十
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

小
林
賢
太
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

百
七
十
六
号

西
宮
市
塩
瀬
町
生
瀬
字
城
山
一
一
八
一
番
一
か
ら
同
市
生
瀬
町
一

丁
目
七
九
九
番
一
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分

の
み
。）

近
畿
地
方
整
備
局
及
び
同
局
兵

庫
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
九
月
十
六
日
三
時





国
会
事
項

人
事
異
動

叙
位
・
叙
勲

令和年月日 水曜日 第号官 報

衆
議
院
法
制
局

辞
令

（
法
制
次
長
法
制
企
画
調
整
部
長
事

務
取
扱
）
衆
議
院
法
制
局
参
事

望
月

譲

法
制
企
画
調
整
部
長
事
務
取
扱
を
免
ず
る（
九
月
十
四
日
）

内

閣

〇
厚
生
労
働
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

鈴
木

憲
和

厚
生
労
働
大
臣
上
野
賢
一
郎
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第

十
条
の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
厚
生
労
働
大
臣
の
職
務
を
行

う
国
務
大
臣
に
指
定
す
る

同

松
本

尚

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
城
内
実
帰
朝
に
つ
き
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
及
び
規
制
改
革
）
事
務
代
理

を
免
ず
る
（
以
上
九
月
九
日
）

〇
文
部
科
学
大
臣
臨
時
代
理
解
職

国
務
大
臣

林

芳
正

文
部
科
学
大
臣
松
本
洋
平
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の

規
定
に
よ
る
臨
時
に
文
部
科
学
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務

大
臣
と
し
て
の
指
定
を
解
く
（
九
月
十
日
）

国
家
公
安
委
員
会

（
警
察
庁
刑
事
局
刑
事
企
画
課
長
）

警
視
監

中
山

仁

茨
城
県
警
察
本
部
長
を
命
ず
る

（
警
視
庁
生
活
安
全
部
長
）
同

宇
田
川
佳
宏

兵
庫
県
警
察
本
部
長
を
命
ず
る

（
警
察
庁
長
官
官
房
付
）
警
視
長

高
石

将
也

島
根
県
警
察
本
部
長
を
命
ず
る

（
同
）
警
視
監

松
林

高
樹

岡
山
県
警
察
本
部
長
を
命
ず
る

（
同
）
警
視
長

宮
島

広
成

香
川
県
警
察
本
部
長
を
命
ず
る

（
警
察
庁
長
官
官
房
参
事
官
（
教

養
・
厚
生
・
国
際
担
当
））同

伊
藤

温
秀

宮
崎
県
警
察
本
部
長
を
命
ず
る

（
警
察
庁
長
官
官
房
総
務
課
長
）
警

視
監

今
井

宗
雄

警
視
庁
警
備
部
長
を
命
ず
る

（
警
察
庁
生
活
安
全
局
生
活
安
全
企

画
課
長
）
同

阿
波

拓
洋

警
視
庁
生
活
安
全
部
長
を
命
ず
る（
以
上
八
月
二
十
四
日
）

警

察

庁

（
警
察
大
学
校
長
）
警
視
監

岩
下

剛

辞
職
を
承
認
す
る

（
北
海
道
警
察
情
報
通
信
部
長
）
警

察
庁
技
官

初
川

泰
介

（
兵
庫
県
警
察
本
部
長
）
警
視
監

小
西

康
弘

警
察
庁
長
官
官
房
付
を
命
ず
る
（
各
通
）

（
警
察
庁
長
官
官
房
付
）
警
察
庁
技

官

初
川

泰
介

（
同
）
警
視
監

小
西

康
弘

辞
職
を
承
認
す
る
（
各
通
）

（
警
察
庁
長
官
官
房
審
議
官
（
警
備

局
担
当
））同

鈴
木

敏
夫

警
察
庁
警
備
局
警
備
運
用
部
長
兼
警
備
局
付
を
命
ず
る

（
茨
城
県
警
察
本
部
長
）
同

滝
澤

幹
滋

警
察
大
学
校
長
を
命
ず
る

（
警
視
庁
警
備
部
長
）
同

早
川

剛
史

警
察
庁
長
官
官
房
審
議
官
（
警
備
局
担
当
）
を
命
ず
る

（
警
察
大
学
校
長
）
同

滝
澤

幹
滋

警
察
大
学
校
特
別
捜
査
幹
部
研
修
所
長
事
務
取
扱
を
命
ず

る

（
中
部
管
区
警
察
局
総
務
監
察
・
広

域
調
整
部
長
）
警
視
長

塚
本

雅
人

警
察
庁
技
官
に
任
命
す
る

北
海
道
警
察
情
報
通
信
部
長
を
命
ず
る

（
岡
山
県
警
察
本
部
長
）
警
視
監

工
藤

陽
代

警
察
庁
長
官
官
房
付
を
命
ず
る

（
警
察
庁
長
官
官
房
付
）
同

工
藤

陽
代

内
閣
府
に
出
向
さ
せ
る

（
宮
崎
県
警
察
本
部
長
）
警
視
長

髙
井

良
浩

警
察
庁
長
官
官
房
参
事
官
（
教
養
・
厚
生
・
国
際
担
当
）

を
命
ず
る

（
警
視
庁
警
務
部
参
事
官
）
同

菅

潤
一
郎

警
察
庁
長
官
官
房
参
事
官
（
匿
名
・
流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー

プ
対
策
担
当
）
を
命
ず
る

（
警
察
庁
刑
事
局
組
織
犯
罪
対
策
部

組
織
犯
罪
対
策
第
一
課
長
）
同

安
枝

亮

警
視
監
に
任
命
す
る

警
察
庁
長
官
官
房
総
務
課
長
を
命
ず
る

（
警
察
庁
長
官
官
房
参
事
官
（
匿

名
・
流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ
対
策

担
当
））同

石
井

啓
介

警
察
庁
長
官
官
房
会
計
課
長
を
命
ず
る

（
警
察
大
学
校
副
校
長
兼
警
察
庁
長

官
官
房
審
議
官
（
生
活
安
全
局
担

当
））警
視
監

服
部

準

警
察
庁
生
活
安
全
局
生
活
安
全
企
画
課
長
事
務
取
扱
を
命

ず
る

（
神
奈
川
県
警
察
本
部
警
務
部
長
）

同

宮
内

彰
久

警
察
庁
刑
事
局
刑
事
企
画
課
長
を
命
ず
る

（
警
察
庁
長
官
官
房
付
）
同

福
田

英
之

警
察
庁
刑
事
局
組
織
犯
罪
対
策
部
組
織
犯
罪
対
策
第
一
課

長
を
命
ず
る

（
香
川
県
警
察
本
部
長
）
警
視
長

小
林

雅
彦

警
察
大
学
校
警
務
教
養
部
長
兼
術
科
教
養
部
長
兼
教
授
を

命
ず
る（

警
察
大
学
校
副
校
長
兼
警
察
庁
長

官
官
房
審
議
官
（
生
活
安
全
局
担

当
））警
視
監

服
部

準

警
察
大
学
校
警
務
教
養
部
長
事
務
取
扱
を
免
ず
る

警
察
大
学
校
術
科
教
養
部
長
事
務
取
扱
を
免
ず
る

（
京
都
府
警
察
本
部
刑
事
部
長
）
警

視
正

鈴
木

康
修

中
部
管
区
警
察
局
総
務
監
察
・
広
域
調
整
部
長
を
命
ず
る

（
以
上
八
月
二
十
四
日
）

（
科
学
警
察
研
究
所
副
所
長
）
警
視

監

白
井

利
明

辞
職
を
承
認
す
る

（
東
京
都
都
民
安
全
総
合
対
策
本
部

長
）

竹
迫

宜
哉

警
視
監
に
任
命
す
る

科
学
警
察
研
究
所
副
所
長
を
命
ず
る
（
以
上
八
月
二
十
五

日
）

（
警
察
庁
長
官
官
房
会
計
課
会
計
企

画
官
）
警
視
長

重
成

麻
利

警
察
庁
交
通
局
交
通
規
制
課
長
を
命
ず
る
（
八
月
二
十
八

日
）

〇
叙
位

山
下

碩
樹

吉
村

正
志

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）石

井

万
吉

一
條

良
昭

三
浦

哲

渡
瀬

春
明

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

石
井

勝
男

稲
田

淳
夫

片
岡
喜
代
見

川
上

武
夫

佐
藤

博
志

鈴
木

大
成

西

猛
雄

福
川

正
光

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

山
口

孝
一

正
七
位
に
叙
す
る

今
村

晃

小
倉

曉

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
六
日
）

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

野
田

章

従
四
位
に
叙
す
る

岡
田

洋
之

正
五
位
に
叙
す
る

大
塚

龍
也

奥
山

恭
悦

越
智

敏
夫

中
野

稔

宮
崎

作
治

吉
田

邦
夫

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

阿
知
波
英
男

猪
又

利
雄

北
村

益
郁

国
谷

義
博

坂
下

勇
一

重
永

勝
弘

武
田

宜
大

千
野

智
子

遠
嶋

昌
人

山
本

滿
男

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

浅
沼

信
昭

安
藤

幸
男

池
田

和
夫

奈
良

光
章

福
島
豊
司
郎

森
永

國
光

我
妻

雅
春

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

藤
田

安
範

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
八
月
七
日
）

奥
田

碩

正
三
位
に
叙
す
る

（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

伊
藤

鈞

正
四
位
に
叙
す
る

最
上

純
男

従
五
位
に
叙
す
る

木
許

晃

草
野

洋

清
水
正
二
郎

末
吉

勝
久

原
田

尚
之

安
江

宏

湯
口

和
夫

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）


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令和年月日 水曜日 第号官 報

原
田

尚
之

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

占
部

龍
一

河
合

興
徳

草
野

洋

清
水
正
二
郎

末
吉

勝
久

渡
部
か
ほ
り

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

井
上

有
朋

長
谷
川
照
熹

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
八
日
）

内
海

浩

宮
本

芳
孝

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

中
谷

幸
子

水
沼

修
司

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

間
瀬

幸
則

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
八
月
九
日
）

中
岡

拓
郎

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
八
月
十
一
日
）

岸
本

清

高
橋

由
樹

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
八
月
十
二
日
）

〇
叙
勲

石
井

万
吉

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

太
田

宏

籠
谷

義
則

島
田

節
男

松
井

捷
治

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
六
日
）

（
岡
山
県
鏡
野
町
議
会
議
員
）

長
石

幸
男

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
八
月
八
日
）

石
井

勝
男

一
條

良
昭

小
倉

曉

野
口

仁
史

山
下

碩
樹

吉
村

正
志

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

今
村

晃

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
八
月
六
日
）

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

野
田

章

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

奥
山

恭
悦

越
智

敏
夫

坂
下

勇
一

千
野

智
子

中
野

稔

森
永

國
光

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

池
田

和
夫

伊
藤

政
美

柳
迫
幸
三
郎

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
七
日
）

井
上

有
朋

植
村

武
次

占
部

龍
一

河
合

興
徳

酒
井

薫

中
島

純
孝

（
岡
山
県
鏡
野
町
議
会
議
員
）

長
石

幸
男

東

孝
助

藤
野

和
夫

本
田

忍

宮
澤

貢

渡
部
か
ほ
り

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

長
谷
部
忠
明

正
七
位
に
叙
す
る

長
谷
川
照
熹

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
八
月
八
日
）

宮
本

芳
孝

従
四
位
に
叙
す
る

内
海

浩

正
五
位
に
叙
す
る

金
城

秀
吉

佐
藤

勇
夫

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

垣
田

忠
男

中
谷

幸
子

中
山

都
義

水
沼

修
司

森
本

迪
子

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）大

竹
貴
一
朗

住
友

清

芹
川

賢
慈

間
瀬

幸
則

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

戸
崎

清
充

正
七
位
に
叙
す
る

宮
崎

修
司

米
林

久
男

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
九
日
）岡

本

好
司

従
五
位
に
叙
す
る

工
藤

駒
夫

正
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
八
月
十
日
）

石
井

健
兒

従
四
位
に
叙
す
る

鈴
木

一
男

従
五
位
に
叙
す
る

國
分

新
吾

正
六
位
に
叙
す
る

伊
藤

正
夫

中
岡

拓
郎

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
一
日
）

平
井

義
久

従
五
位
に
叙
す
る

佐
藤

光
夫

正
六
位
に
叙
す
る

高
橋

由
樹

従
六
位
に
叙
す
る

岸
本

清

谷
島

武
夫

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
二
日
）

行
幸
啓

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
九
月
十
日
午
後
六
時
御
出
門
、

「
版
画
家
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

挑
戦
、
継
承
、イ
ン
パ
ク
ト
」

を
御
覧
の
た
め
、
国
立
西
洋
美
術
館
（
台
東
区
）
へ
行
幸

啓
、
午
後
八
時
四
十
八
分
還
幸
啓
に
な
っ
た
。

御
見
舞
電
報

天
皇
陛
下
は
、
ネ
パ
ー
ル
と
中
華
人
民
共
和
国
の
国
境

付
近
で
発
生
し
た
洪
水
及
び
土
石
流
被
害
に
つ
き
、
九
月

九
日
ネ
パ
ー
ル
大
統
領
閣
下
へ
御
見
舞
電
報
を
発
せ
ら
れ

た
。天

皇
陛
下
は
、
ネ
パ
ー
ル
と
中
華
人
民
共
和
国
の
国
境

付
近
で
発
生
し
た
洪
水
及
び
土
石
流
被
害
に
つ
き
、
九
月

九
日
中
華
人
民
共
和
国
主
席
閣
下
へ
御
見
舞
電
報
を
発
せ

ら
れ
た
。官

庁
事
項

気
仙
沼
地
区
に
係
る
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
の
変

更
の
公
表
に
つ
い
て

漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
25年

法
律
第
137号

）
第
19条
の
３
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
気
仙
沼
地
区
に
係
る
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事

業
計
画
の
変
更
を
公
表
す
る
。

令
和
８
年
９
月
16
日農
林
水
産
大
臣
鈴
木
憲
和

（「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
気
仙
沼
地
区
に
係
る
特

定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
の
変
更
を
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
計
画
・
海
業
政
策
課
、
宮
城
県
庁
及
び
気
仙
沼
市

役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

福
島
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
12条

の
規
定
に
基
づ
き
、
福
島
県
最
低
賃
金
（
昭
和
55年
福
島
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
14条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
９
月
16
日福
島
労
働
局
長
岡
田
直
樹

第
４
号
中
「
１
時
間
1033円

」
を
「
１
時
間
1094円

」
に
改
め
る
。

厚
生
労
働
省
国
民
保
護
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措

置
に
関
す
る
法
律
施
行
（
平
成
16年

法
律
第
112号

）
第

33条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
の
国
民
の
保

護
に
関
す
る
計
画
（
以
下「
厚
生
労
働
省
国
民
保
護
計
画
」

と
い
う
。）を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
の
で
公
表
す
る
。

令
和
８
年
９
月
16
日厚
生
労
働
大
臣
上
野
賢
一
郎

厚
生
労
働
省
国
民
保
護
計
画
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変

更
す
る
。

第
４
章
第
５
節
１
中
「
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
、

社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
及
び
老
健
局
そ
の
他
の

関
係
部
局
は
、
物
資
及
び
マ
ン
パ
ワ
ー
の
広
域
的
支
援
に

関
し
、
他
の
都
道
府
県
等
か
ら
の
応
援
体
制
の
確
保
等
の

支
援
を
行
う
ほ
か
、
利
用
契
約
等
を
弾
力
的
に
行
う
こ
と

な
ど
を
指
導
す
る
こ
と
を
含
め
、
上
記
対
策
全
般
に
つ
い

て
、
被
災
都
道
府
県
等
の
支
援
を
行
う
。」の
次
に「
ま
た
、

避
難
住
民
等
の
う
ち
、
避
難
生
活
に
お
い
て
配
慮
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
、
障
害
者
そ
の
他
の
者
に
対
す
る
避
難
生

活
上
の
支
援
、
福
祉
避
難
所
の
設
置
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
都
道
府
県
に
お
い
て
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
必
要

に
応
じ
、
又
は
都
道
府
県
知
事
か
ら
の
支
援
の
求
め
に
基

づ
き
、
関
係
業
界
団
体
の
協
力
を
得
る
等
の
必
要
な
支
援

を
行
う
も
の
と
す
る
。」を
加
え
る
。





公 告

令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

元当局所属公証人森岡孝介の身元保証金還付に
つき、その上に権利を有する者は、本公告掲載の
日の翌日から６か月以内に当局に申し出て下さ
い。
令和８年９月 16 日 大阪法務局

有権者申出方
諸 事 項





令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告





令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

公 示 催 告

失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告

除 権 決 定






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始





令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

破産債権の届出期間及び一般
調査期日






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

債権者集会招集

書面による計算報告






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

特別清算開始
令和８年（ヒ）第２０４８号
東京都港区南青山２丁目２番15号
清算株式会社 株式会社東京香水
代表清算人 山崎 百恵
１ 決定年月日 令和８年９月１日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所民事第２０部

特別清算終結
令和８年（ヒ）第１００９号
名古屋市中村区名駅３丁目４番１０号
清算株式会社 株式会社アシスト
１ 決定年月日 令和８年９月１日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

名古屋地方裁判所民事第２部
令和８年（ヒ）第５号
兵庫県加古郡稲美町加古３８２番地の７５
清算株式会社 株式会社新生工業所
１ 決定年月日 令和８年９月１日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

神戸地方裁判所姫路支部

令和８年（ヒ）第２６号
京都市南区久世築山町３６３番地の１
清算株式会社 株式会社ニシガミ
１ 決定年月日 令和８年９月２日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

京都地方裁判所第５民事部
令和７年（ヒ）第１００２号
鳥取県東伯郡琴浦町大字束８０６番地
清算株式会社 鳥取東伯ミート株式会社
１ 決定年月日 令和8年9月2日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

鳥取地方裁判所民事部

特別清算協定認可中更正
令和８年（ヒ）第１００３号
愛知県あま市木折戸井田２３番地
清算株式会社 株式会社アイ企画
代表清算人 岩月敏光
１ 主文 当裁判所が令和８年８月６日にした特
別清算協定認可決定中、協定第１項に「ＳＭＢ
Ｃ債権回収㈱」とあるのを「㈱三井住友銀行」
と更正する。
２ 決定年月日 令和８年８月２８日

名古屋地方裁判所民事第２部
更生手続における書面による
決議に付する決定

令和７年（ミ）第５号
東京都渋谷区幡ケ谷２丁目39番８号
更生会社 マツオインターナショナル株式会社
１ 議決権の行使方法 書面投票
２ 書面投票期間 令和８年９月２日から令和８
年10月26日まで
３ 決議の組分け 更生担保権者と更生債権者の
二組に分けて行う。
４ 議決権不統一行使の通知期限 令和８年10月
19日
令和８年９月２日

大阪地方裁判所第６民事部
令和７年（ミ）第６号
大阪市西区阿波座一丁目４番14号
更生会社 松尾産業株式会社
１ 議決権の行使方法 書面投票
２ 書面投票期間 令和８年９月２日から令和８
年10月26日まで
３ 決議の組分け 更生担保権者と更生債権者の
二組に分けて行う。
４ 議決権不統一行使の通知期限 令和８年10月
19日
令和８年９月２日

大阪地方裁判所第６民事部

小規模個人再生による再生手
続開始






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告






令和年月日 水曜日 第号官 報

所
有
者
不
明
専
有
部
分
管
理
命
令

に
関
す
る
異
議
の
催
告

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
五
日

掲
載
頁

二
頁

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
日

掲
載
頁

一
一
一
頁
（
号
外
第
一
八
六
号
）

令
和
八
年
九
月
十
六
日

東
京
都
北
区
田
端
新
町
二
丁
目
二
四
番
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
カ
ネ
コ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

小
池
佐
智
夫

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
二
丁
目
六
番
地
五

（
乙
）
株
式
会
社
Ｊ
Ｓ
Ｋ
15

代
表
取
締
役

吉
川

明

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.m
ita
n
i.co
.jp
/ir/p
u
b
lic̲n

o
tice

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.m
ita
n
i.co
.jp
/ir/p
u
b
lic̲n

o
tice

令
和
八
年
九
月
十
六
日

東
京
都
港
区
赤
坂
三
丁
目
三
番
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

代
表
取
締
役

鈴
木

祐
二

東
京
都
港
区
赤
坂
三
丁
目
三
番
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｏ

代
表
取
締
役

阿
戸

雅
之

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
、
丙
、
丁
及
び
戊
の
権

利
義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
、
丙
、
丁
及
び
戊
は

解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

九
十
三
頁
（
号
外
第
一
四
二
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
日

掲
載
頁

七
十
六
頁
（
号
外
第
一
四
八
号
）

（
丙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
六
日

掲
載
頁

六
十
六
頁
（
号
外
第
一
五
一
号
）

（
丁
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
日

掲
載
頁

二
一
三
頁
（
号
外
第
一
四
九
号
）

（
戊
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

掲
載
頁

八
十
二
頁
（
号
外
第
一
六
二
号
）

令
和
八
年
九
月
十
六
日

東
京
都
中
野
区
中
央
一
丁
目
一
三
番
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｉ

代
表
取
締
役

田
村
淳
一
郎

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
二
丁
目
一
三
番
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｎ

代
表
取
締
役

田
村
淳
一
郎

東
京
都
杉
並
区
上
荻
一
丁
目
二
四
番
一
九
号

（
丙
）
株
式
会
社
チ
ッ
プ
チ
ュ
ー
ン

代
表
取
締
役

田
村
淳
一
郎

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
二
丁
目
一
三
番
三
号

（
丁
）
株
式
会
社
ベ
ル
ノ
ッ
ク
ス
フ
ィ
ル
ム
ズ

代
表
取
締
役

田
村
淳
一
郎

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
二
丁
目
一
三
番
三
号

（
戊
）
株
式
会
社
レ
イ
ジ
ン
グ
ブ
ル

代
表
取
締
役

工
藤

大
丈

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
一
日
で
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
二
月
十
五
日

掲
載
頁

一
一
四
頁
（
号
外
第
二
七
三
号
）

令
和
八
年
九
月
十
六
日

新
潟
県
長
岡
市
東
坂
之
上
町
二
丁
目
二
番
地
一

（
甲
）
株
式
会
社
ス
プ
リ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役

常
石

博
之

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
一
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
キ
ュ
レ
オ

代
表
取
締
役

常
石

博
之





令和年月日 水曜日 第号官 報
新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
Ｂ
Ｉ
設
立
準
備

株
式
会
社
（
住
所
東
京
都
大
田
区
北
馬
込
二
丁
目
一
二
番

一
六

二
〇
五
号
）
に
対
し
て
当
社
の
不
動
産
賃
貸
事
業

の
一
部
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
五
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
九
月
十
六
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
一
三
番
二
号
テ
ィ
ア

ラ
グ
レ
イ
ス
銀
座
タ
ワ
ー
七
Ｆ

株
式
会
社
笠
原
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

松
本

慶
子

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
慶
和

（
住
所
東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
一
三
番
二
号
テ
ィ
ア

ラ
グ
レ
イ
ス
銀
座
タ
ワ
ー
七
Ｆ
）
に
対
し
て
当
社
の
不
動

産
賃
貸
事
業
の
一
部
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
五
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
九
月
十
六
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
一
三
番
二
号
テ
ィ
ア

ラ
グ
レ
イ
ス
銀
座
タ
ワ
ー
七
Ｆ

株
式
会
社
笠
原
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

松
本

慶
子

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ブ
リ
ッ
ジ
と
し
、
効

力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
二
十
三
日
で
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

札
幌
市
北
区
新
川
三
条
六
丁
目
一

二
四

合
同
会
社
ブ
リ
ッ
ジ

代
表
社
員

関
本

康

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

東
京
都
新
宿
区
新
宿
三

一
一

一
二
永
谷
テ
イ

ク
エ
イ
ト
六
〇
三
室

Ｎ
ｅ
ｗ

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
合
同
会
社

代
表
社
員

李

博

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

東
京
都
世
田
谷
区
赤
堤
二
丁
目
二
八
番
一
六
号

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｍ
合
同
会
社

代
表
社
員

川
畑

孝
徳

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

神
奈
川
県
藤
沢
市
本
鵠
沼
二
丁
目
三
番
一
四
号

合
同
会
社
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

代
表
社
員

渡
邉

佳
乃

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

横
浜
市
神
奈
川
区
西
寺
尾
一
丁
目
二
一
番
二
号

東
邦
石
油
合
同
会
社

代
表
社
員

宮
﨑

耕
輔

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
を
す
る
こ
と
と
致
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
南
加
瀬
三
丁
目
一
番
九
号

Ｔ
Ｋ

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
合
同
会
社

代
表
社
員

中
島

健
城

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

岐
阜
市
加
納
永
井
町
一
丁
目
一
八
番
地
一

合
同
会
社
日
本
水
販
売

代
表
社
員

黒
瀬
日
向
世

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
一
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｉ
Ｆ
Ｉ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

愛
知
県
豊
田
市
朝
日
町
五
丁
目
二
六
番
地
一
グ

ロ
ー
リ
ア
ス
豊
田
朝
日
町
二
一
二
号

合
同
会
社
Ｉ
Ｆ
Ｉ

代
表
社
員

伊
藤

孝
大

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

名
古
屋
市
中
区
錦
一
丁
目
一
七
番
二
六
号
ラ
ウ
ン

ド
テ
ラ
ス
伏
見
七
階

合
同
会
社
エ
デ
ィ
プ
ラ
ス

代
表
社
員

木
下

真
弓

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

名
古
屋
市
中
区
錦
一
丁
目
一
七
番
二
六
号
ラ
ウ
ン

ド
テ
ラ
ス
伏
見
七
階

合
同
会
社
コ
ー
シ

代
表
社
員

溝
口
め
ぐ
み

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

愛
知
県
春
日
井
市
篠
木
町
八

八

三
合
同
会
社
モ
ト

代
表
社
員

志
賀

正
広

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

大
阪
府
東
大
阪
市
小
若
江
一
丁
目
二
四
番
一
一
号

ラ
イ
フ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
合
同
会
社

代
表
社
員

許
沢

尚
弘

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
世
羅
協
同
フ
ァ
ー
ム

と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

広
島
県
世
羅
郡
世
羅
町
大
字
小
国
六
八
七
番
地
一
五

合
同
会
社
世
羅
協
同
フ
ァ
ー
ム

代
表
社
員

佐
藤

隆

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
十
七
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
Ｉ
Ｔ
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
株
式
会
社
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

広
島
県
福
山
市
駅
家
町
万
能
倉
四
五
二

一

Ｉ
Ｔ
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
合
同
会
社

代
表
社
員

福
島

航
介

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

福
岡
市
早
良
区
石

三
二
番
地
六
七

レ
ト
ラ
合
同
会
社

代
表
社
員

川
上

大
輔

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

沖
縄
県
那
覇
市
古
島
一
丁
目
二
一
番
地
四

合
資
会
社
ひ
ま
わ
り
館

代
表
社
員

當
山

清
之





令和年月日 水曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
万
円
減
少
し
三
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
九
日

掲
載
頁

七
十
八
頁
（
号
外
第
一
二
七
号
）

令
和
八
年
九
月
十
六
日

福
島
県
須
賀
川
市
森
宿
字
辰
根
沢
一
八
八
番
地
二

福
島
第
一
物
流
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
田

昭
良

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
、
九
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
減

少
し
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
一

一
七

一
巣
鴨
サ
マ
リ

ヤ
マ
ン
シ
ョ
ン
八
階
八
〇
二
号
室

合
同
会
社
Ｕ
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ

代
表
社
員

レ

テ
ィ

チ
ャ
ン

フ
ン

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
五
五
〇
〇
万
円
減
少
し

九
九
〇
〇
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
十
日
に
終
了
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

神
奈
川
県
逗
子
市
新
宿
一
丁
目
五
番
一
二
号

株
式
会
社
ブ
ラ
イ
ト

代
表
取
締
役

門
松
未
知
子

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
を
効
力
発
生
日
と
す
る

株
式
会
社
グ
ル
メ
フ
ー
ズ
、
株
式
会
社
マ
ル
モ
及
び
株
式

会
社

山
商
店
と
の
各
株
式
交
換（
以
下「
本
株
式
交
換
」）

に
よ
り
資
本
準
備
金
の
額
が
増
加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
、
資
本
準
備
金
の
額
に
つ
い
て
、
本
株
式
交
換
に
よ
る

資
本
準
備
金
の
額
を
全
額
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日

掲
載
頁

一
六
八
頁
（
号
外
第
一
七
三
号
）

令
和
八
年
九
月
十
六
日

群
馬
県
桐
生
市
相
生
町
三
丁
目
八
四
番
地

株
式
会
社
サ
ン
フ
ー
ド

代
表
取
締
役

山
大
一
郎

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
七
千
五
十
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
六
日

掲
載
頁

五
十
五
頁
（
号
外
第
一
五
一
号
）

令
和
八
年
九
月
十
六
日

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
八
番
一
〇
号

株
式
会
社
バ
ス
キ
ュ
ー
ル

代
表
取
締
役

朴

正
義

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
募
集
株
式
の
発
行
に
よ
り
資
本
金
及
び
資
本

準
備
金
の
額
が
増
加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
資
本
金

の
額
を
七
億
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
七
億
三
千
七
百
五

十
万
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
五
千
万
円
、
千
二
百
五
十
万

円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
に
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。令

和
八
年
九
月
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
七
番
二
号

Ｎ
Ｄ
Ｋ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

丸
山

哲
夫

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
億
九
千
三
百
万
円
、
資
本

準
備
金
の
額
を
六
億
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
円
、

〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
六
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
九
月
十
六
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目
一
〇
番
一
号
Ｇ
ｉ
ｎ

ｚ
ａ
Ｓ
ｉ
ｘ
一
三
階

株
式
会
社
Ｐ
ｉ
ｅ

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｓ

Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ

代
表
取
締
役

水
野

博
商

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

北
海
道
函
館
市
中
道
一
丁
目
三
〇
番
二
五
号

株
式
会
社
斉
藤
組

代
表
取
締
役

斉
藤

亮

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
六
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
す
べ
て
無
効
と
な
り
ま

す
。令

和
八
年
九
月
十
六
日

静
岡
県
浜
松
市
浜
名
区
中
瀬
五
三
〇
〇
番
地
の
一

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

岩
月

新

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
三
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

愛
知
県
豊
田
市
永
覚
新
町
五
丁
目
二
〇
七
番
地

株
式
会
社
光
生

代
表
取
締
役

須
賀

淳
夫

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

京
都
市
右
京
区
西
京
極
殿
田
町
五
番
地

株
式
会
社
オ
リ
ソ
ー

代
表
取
締
役

髙

修

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
魏
巍
が

退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱
崎
町
二
四
番
一
号

希
亜
思
上
海
信
息
技
術
有
限
公
司

日
本
に
お
け
る
代
表
者

魏

巍

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
佐
々
木

大
祐
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。令

和
八
年
九
月
十
六
日

東
京
都
中
野
区
大
和
町
二
丁
目
四
二
番
一
一
号

Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ

Ｏ
Ｒ
Ｂ
Ｉ
Ｔ

Ｒ

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｐ
Ｔ
Ｙ

Ｌ
Ｔ
Ｄ

日
本
に
お
け
る
代
表
者

佐
々
木
大
祐

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
百
三
十
一
億
八
千
九
百

万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。
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令
和
八
年
九
月
十
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階

ア
ジ
ア
２
特
定
目
的
会
社

取
締
役

ベ
ネ
ッ
ト
佳
恵
子
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